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業績予想の修正に関するお知らせ 
 

 最近の業績の動向等を踏まえ、平成 16 年 9 月 30 日の中間決算発表時に公表した平成 17 年 2 月期（平

成 16 年 3 月 1 日～平成 17 年 2 月 28 日）の業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせい

たします。 

記 

 

１．平成 17 年 2 月期通期連結業績予想数値の修正（平成 16 年 3 月 1 日～平成 17 年 2 月 28 日） 

（単位：百万円、％） 

 営業総収入 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 30,200 1,600 500 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 28,750 1,820 720 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △1,450 220 220 

増 減 率            （％） △4.8 13.8 44.0 

（ご参考） 

前期実績（平成 16 年 2 月期） 
30,763 1,459 △520 

 

 

２．平成 17 年 2 月期通期業績予想数値の修正（平成 16 年 3 月 1 日～平成 17 年 2 月 28 日） 

（単位：百万円、％） 

 営業総収入 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 30,120 1,565 480 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 28,700 1,770 700 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △1,420 205 220 

増 減 率            （％） △4.7 13.1 45.8 

（ご参考） 

前期実績（平成 16 年 2 月期） 
30,701 1,405 △537 

 

 



３．修正の理由 

当社は、当期を中期経営計画（スリーエフ復活アクションプラン）“実行の年”と位置付け、営業活

動と投資活動を積極的に進めることで「営業力の向上」を図り、さらに「収益構造の改善」と「成長戦

略の確立」を目指した計画の達成に邁進致しました。 
当期につきましては、“既存店平均日販伸長率”は 99.2％（前年同期比＋4.3%）に止まりましたが、

「営業力の向上」と上半期における記録的な猛暑の恩恵も加わり、“全店平均日販”は 479 千円（前年

同期比＋9 千円）に向上しております。また、FC 化の推進による直営店比率の低下等により、チェーン

運営効率が向上し販管費の低減に繋がっております。 
よって、当期の“連結経常利益”は前期に比べて 24.7％増加の 18 億 20 百万円、“営業総収入経常利

益率”は 6.3％（前年同期比＋1.6％）を見込んでおります。さらに、前期は転換社債の償還損と、閉店

等による特別損失の計上により純損失を計上いたしましたが、“当期連結純利益”は 7 億 20 百万円（前

年同期比＋12 億 41 百万円）と過去最高益に近い水準まで回復する見通しとなっております。 
 
以上の結果から、中間決算発表時に公表した予想数値を上回る見込みとなりましたので、通期の連

結・個別業績予想を上記の通り修正いたします。 
なお、一株当りの配当については、今回の修正による見直しは予定しておりません。 

 
【業績予測に関する留意事項】 

本資料に掲載されている当業績予測等将来に関する事項は、現時点における予測に過ぎません。実際

の業績は、リスクや不確定要素によって左右され、業績予測と異なる結果となり得ることをご承知置き

ください。 
以  上 


